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【 背 景 及 び 目 的 】  

 畜 産 現 場 で は 消 毒 に 安 価 な 逆 性 石 鹸 が 広 く 使 用 さ れ て い る が 、

糞 尿 等 の 有 機 物 存 在 下 、 冬 季 の 低 温 環 境 下 で は 著 し く 消 毒 効 果 が

低 下 し 、 ノ ン エ ン ベ ロ ー プ ウ イ ル ス に は 効 果 が な い 。 こ の よ う な

欠 点 を 補 う た め 、 マ イ ク ロ MI X 法 が 開 発 さ れ た 。 マ イ ク ロ MIX 法

は 逆 性 石 鹸 の 希 釈 液 に 平 均 粒 子 径 10µ m の 水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 濃

度 が 0. 1 7 %（ W / V）に な る よ う 混 合 し 、作 成 し た 消 毒 液 に よ る 消 毒

法 で 、 逆 性 石 鹸 と 水 酸 化 カ ル シ ウ ム の 相 乗 効 果 と 広 域 ス ペ ク ト ル

化 に よ り 、 逆 性 石 鹸 単 独 使 用 で の 欠 点 を 補 え る 新 し い 消 毒 法 で あ

る 。 マ イ ク ロ MIX 法 は 現 在 、 公 益 社 団 法 人 畜 産 技 術 協 会 が 実 施 す

る 「 令 和 7 年 度 農 場 消 毒 強 化 技 術 実 用 化 推 進 事 業 」 に よ り 生 産 現

場 へ の 普 及 が 推 進 さ れ て お り 、 今 年 度 管 内 農 場 に 対 し 、 当 事 業 へ

の 参 加 意 向 を 調 査 し た と こ ろ 、 県 内 に 複 数 農 場 を 所 有 す る 企 業 型

肉 用 鶏 農 場 か ら 当 事 業 へ の 参 加 希 望 が あ っ た 。 そ こ で 、 今 回 、 系

列 の 2 農 場 （ 管 内 1 戸 、 管 外 １ 戸 ） を 対 象 に マ イ ク ロ MIX 法 の 消

毒 方 法 の 指 導 及 び そ の 消 毒 効 果 の 検 証 を 実 施 し た 。  

【 方 法 】  

消 毒 効 果 の 検 証 に あ た り 、 肉 用 鶏 農 場 の 代 表 取 締 役 や 農 場 管 理

者 に 対 し 事 前 に マ イ ク ロ MIX 法 の 使 用 法 や 注 意 点 に つ い て 指 導 を

実 施 し た 。 ま た 、 マ イ ク ロ MI X 法 の 消 毒 薬 調 整 の 作 業 の 手 間 を 少

な く し 、 負 担 な く 取 り 入 れ ら れ る よ う 消 毒 液 作 成 量 早 見 表 や ペ ッ

ト ボ ト ル を 加 工 し 目 盛 り 線 を い れ た 計 量 容 器 を 手 交 す る 等 の 工

夫 を 行 っ た （ 図 1）。  

試 験 ① こ れ ま で の 消 毒 方 法 （ 逆 性 石 鹸 ） と す る 管 内 農 場 （ ウ イ

ン ド ウ レ ス 型 ）を 従 来 区 、マ イ ク ロ MIX 法 を 実 施 す る 管 外 農 場（ 開

放 型 ） を 試 験 区 と し た 。 各 区 1 鶏 舎 か ら 水 洗 後 、 消 毒 後 に そ れ ぞ

れ 床 3 箇 所 、壁 2 箇 所 に つ い て 、 10 . 5 c m×10 . 5 c m の 範 囲 を ス ワ ブ

で ふ き 取 り 、滅 菌 PBS ⁻ 1 0 m l に 保 存 し た 。な お 、ス ワ ブ の 採 材 は 管

理 者 よ り 各 作 業 終 了 後 、 鶏 舎 が 乾 燥 し た 旨 の 連 絡 を 受 け 実 施 し た 。

床 、壁 か ら 採 材 し た 検 体 を そ れ ぞ れ プ ー ル し 、10 倍 の 5 段 階 希 釈

し た 。 上 清 10 0 µ l を 普 通 寒 天 培 地 及 び DH L 寒 天 培 地 に 塗 布 し た 。

普 通 寒 天 培 地 は 35℃ 48 時 間 、DH L 寒 天 培 地 は 35℃ 24 時 間 培 養 し 、

一 般 生 菌 と 大 腸 菌 群 の 菌 数 を 測 定 し た 。  

試 験 ② 踏 込 消 毒 槽 を 想 定 し 、逆 性 石 鹸 A、B、マ イ ク ロ MIX 法 と

し て 逆 性 石 鹸 A、 B に そ れ ぞ れ 水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 0. 1 7 %（ W / V）

に な る よ う 混 和 し た も の を m- A、m-B、塩 素 系 消 毒 薬 C の 計 ５ 種 類



の 消 毒 薬 （ 表 1） の 低 温 環 境 下 及 び 有 機 物 存 在 下 で の 消 毒 効 果 を

調 査 し た 。 液 温 を 4℃ 、 25℃ と し た 各 消 毒 液 25m l に 鶏 糞 を 1g ず

つ 投 入 し 、 撹 拌 後 5 分 間 静 置 し 、 上 清 100 µ l を DH L 寒 天 培 地 に 塗

布 し た 。 35℃ 24 時 間 培 養 後 、 大 腸 菌 群 数 を 測 定 し た 。  

【 結 果 】  

試 験 ① 一 般 生 菌 数 は 、 従 来 区 で は 水 洗 後 か ら 消 毒 後 に か け

床 :4. 7 l o g C F U / ㎠ か ら 4. 2 l o g C F U / ㎠ 、 壁 :3 . 3 l o g C F U / ㎠ か ら

2. 8 l o g C F U / ㎠ （ 図 2）、 試 験 区 で は 水 洗 後 か ら 消 毒 後 に か け 、

床 :4. 6 l o g C F U / ㎠ か ら 4. 3 l o g C F U / ㎠ 、 壁 :3 . 9 l o g C F U / ㎠ か ら

3. 6 l o g C F U /㎠（ 図 3）と 両 区 と も 著 変 は な か っ た 。な お 、消 毒 効 果

に つ い て は 2lo g C F U /㎠ 以 上 の 菌 数 の 減 少 が あ れ ば 効 果 あ り と 判

定 し た 。  

大 腸 菌 群 数 は 従 来 区 で は 水 洗 後 か ら 消 毒 後 に か け

床 :2. 4 l o g C F U /㎠ か ら 1. 9 l o g C F U /㎠ と 著 変 は な か っ た が （ 図 4）、

試 験 区 で は 水 洗 後 か ら 消 毒 後 に か け 床 :2. 0 l o g C F U /㎠ か ら 検 出 限

界 未 満 ま で 減 少 し た（ 図 5）。壁 に つ い て は 両 区 と も に 水 洗 後 、消

毒 後 で 検 出 限 界 未 満 だ っ た 。  

試 験 ② 逆 性 石 鹸 A、 B に つ い て は 、 両 液 温 と も に 3.0 l o g C F U / m l

か ら 3.7 l o g C F U / m l の 大 腸 菌 群 が 発 育 し た 。 マ イ ク ロ MI X 法 m- A、

m- B、 塩 素 系 消 毒 薬 C に つ い て は 両 液 温 と も に 検 出 限 界 未 満 だ っ

た（ 表 2）。ま た マ イ ク ロ MIX 法 は 塩 素 系 消 毒 薬 と 比 較 し 、コ ス ト

も 90%以 上 減 と 安 価 で あ っ た （ 表 3）。  

【 考 察 】  

試 験 ① 一 般 生 菌 数 は 両 区 と も 、 水 洗 後 か ら 消 毒 後 に か け 著 変 は

な く 、 水 洗 消 毒 作 業 が 不 完 全 の 可 能 性 も あ る が 、 鶏 舎 外 か ら の 細

菌 の 侵 入 に よ る 影 響 が 大 き か っ た と 推 察 し た 。 ま た 大 腸 菌 群 数 は

従 来 区 で は 水 洗 後 か ら 消 毒 後 に か け 著 変 は な か っ た が 、 試 験 区 で

は 検 出 限 界 未 満 ま で 減 少 し 、 マ イ ク ロ MIX 法 の 効 果 と 推 察 し た 。

た だ し 、 今 回 の 2 農 場 は 鶏 舎 構 造 、 飼 養 規 模 、 管 理 者 の 違 い 等 の

要 因 が 影 響 を 及 ぼ し て い る 可 能 性 が あ る た め 、 今 後 も 調 査 を 継 続

し 、生 産 成 績 等 含 め 効 果 判 定 す る 必 要 が あ る と 考 え ら れ た 。な お 、

今 回 、 早 見 表 や 計 量 容 器 を 手 交 し 指 導 し た こ と に よ り 、 管 理 者 か

ら は 従 来 法 と マ イ ク ロ MI X 法 の 間 に 、手 間 と 使 用 感 も 違 い が な く 、

今 後 も マ イ ク ロ MI X 法 を 使 用 し て い く と の こ と で あ っ た 。  

 試 験 ② マ イ ク ロ MIX 法 は 大 腸 菌 群 数 に 対 し 、 低 温 環 境 下 及 び 有

機 物 存 在 下 で 塩 素 系 消 毒 薬 と 同 等 の 効 果 を 示 し 、 ま た 塩 素 系 消 毒

薬 と 比 較 し 、 コ ス ト も 安 価 で 費 用 対 効 果 が 高 い と 考 え ら れ た 。 た

だ し 、 有 機 物 の 混 入 量 次 第 で は 、 効 果 が 低 下 す る 可 能 性 も あ る 。

ま た 、 今 回 の 試 験 は 大 腸 菌 群 の み の 調 査 で あ っ た 。 よ っ て 、 踏 込

消 毒 槽 に つ い て は 、 定 期 的 に 交 換 す る よ う 指 導 す る の は も ち ろ ん



の こ と 、 飼 養 衛 生 管 理 基 準 の 遵 守 徹 底 も 併 せ て 指 導 す る こ と で 、

農 場 の バ イ オ セ キ ュ リ テ ィ 向 上 に 努 め て い き た い 。  



計量容器

図1 消毒液作成量早見表及び計量容器

表1 使用した消毒液及び使用条件

消毒薬 希釈倍率（液温4℃） 希釈倍率（液温25℃）

逆性石鹸A

逆性石鹸B

マイクロMIX法m-A

マイクロMIX法m-B

塩素系消毒薬C 100倍 100倍

500倍 1000倍

Lo
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1
0
CF
U/
㎠

図2 一般生菌数の推移（従来区）

検出限界未満：＜0logCFU/㎠
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図3 一般生菌数の推移（試験区）

検出限界未満：＜0logCFU/㎠
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検出限界未満：＜0logCFU/㎠

図4 大腸菌群数の推移（従来区）
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検出限界未満：＜0logCFU/㎠

図5 大腸菌群数の推移（試験区）



4℃ 25℃

逆性石鹸A 3.6logCFU/ml 3.7logCFU/ml

逆性石鹸B 3.0logCFU/ml 3.3logCFU/ml

マイクロMIX法m-A

マイクロMIX法m-B

塩素系消毒薬C

消毒薬
大腸菌群数

検出限界未満
＜1logCFU/ml

表2 各消毒液の大腸菌群数
表3 10L作成した場合のコスト試算

消毒薬
金額（冬季）

逆性石鹸500倍希釈
金額（夏季）

逆性石鹸1000倍希釈

逆性石鹸A 　　　約13.8円        約6.9円

逆性石鹸B 　 　 約20.4円       約10.2円

マイクロMIX法
（逆性石鹸A）

      約20.6円       約13.7円

塩素系消毒薬        約250円        約250円


